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千葉の人　～武士の時代の幕開けの功労者～

■千葉氏と千
ち ば

葉常
つねたね

胤

現在の千葉市周辺は，奈良・平安時代には下総国千葉

郡と呼ばれる地域でしたが，平安時代の後半，全国各地

に皇族や貴族の領地である荘
しょうえん

園が作られるようになると，

「千
ちばのしょう

葉庄」という荘園が成立します。平安時代末期（12

世紀）に，ここを本拠としたのが房総を代表する武士・

千葉氏一族です。千葉氏は，平安京を築いた桓
か ん む

武天皇の

子孫で，その先祖や一族には東国で大きな反乱を起こし

武士の世の先
さ き が

駆けとなった平
たいらのまさかど

将門や平
たいらのただつね

忠常がいます。

千葉氏の中でも特に著名な人物に，平安時代末期の

千葉常胤（千
ちばのすけ

葉介常胤）がいます。彼は，平家に追われ

て房総に落ちのびた源
みなもとのよりとも

頼 朝を温かく迎えて援助し，鎌

倉幕府を開くのに大きな功績を残し

ており，頼朝からは第二の父とも呼

ばれ慕われる存在でした。千葉常胤

の援助は，鎌倉幕府，その後，江戸

時代まで続く武士の世の幕開けに大

きく寄与していたと言えるでしょう。

常胤の子孫は，その後，戦国時代

まで関東を代表する武士として勢

力を持ち続け，戦国時代の千葉氏の

居
きょじょう

城・本
もとさくらじょうあと

佐倉城跡は，国指定史跡と

して酒
し す い ま ち

々井町と佐倉市に残されてお

り，当時の威容を現在に伝えています。

千葉県は，長い歴史にはぐくまれてきた文化と，現代社会の中で新しく創造さ

れ，あるいは各地からもたらされてきた文化とが融合して，新しいちばの文化を

生み出しています。

「ちば・ふるさとの学び」では，各章で「ちば文化」に触れています。ちばな

らではの柔軟なものの見方や考え方を学び，他県や外国からのお客様に対し，自

信と誇りを持って，積極的に旬
しゅん

の千葉県を紹介しましょう。

千葉介常胤木像
（安西順一作）

（千葉市立郷土博物館蔵）

本佐倉城跡の主
しゅかくあと

郭跡〔写真提供：酒々井町教育委員会〕
城の中心で，城主が儀式や接待を行った建物跡（主殿・会所）の
様子が分かります。

古くからの文化と新しく生まれ，もたらされた文化の融合
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